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全人口 男 女 全人口 男 女
農村→農村 64.5 43.5 72.3 62.9 36.4 72.3
農村→都市 17.7 30.0 13.2 18.9 34.2 13.5
都市→農村 6.0 7.5 5.4 4.8 6.3 4.2
都市→都市 11.7 19.0 9.1 13.4 23.0 10.0






































































































全移動人口 男 子 女 子
移動前 移動後 移動前 移動後 移動前 移動後
農 村
自 営 業 101 183 159 266 94 173
正規雇用 19 30 141 154 5 15
臨時雇用 114 145 208 205 103 139
失 業 9 5 39 15 5 4
非労働力 756 637 451 361 792 669
合 計 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000
都 市
自 営 業 83 118 169 224 31 53
正規雇用 81 185 183 390 19 59
臨時雇用 62 50 113 82 31 31
失 業 55 9 132 16 7 5
非労働力 718 638 402 287 910 853
合 計 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000
出所：Govt.ofIndia,2010,p.35.
の労働力としての需要が高いことを意味している。未婚者を含めた単身移動の社会的制約は依然
として存在するものの，既婚女性の労働力化は進んでおり，とくに農村部においては男性労働を
代替する女性の労働力化が進行している。一方，向都市型の人口移動に関しては教育水準の高低
により，労働市場は分断されているという指摘もある（MitraandMurayama,2008,p.7）。今
後の人口移動流に関しては，女性の自律に影響を与える要因（例えば教育水準の上昇等）が与え
られれば，自律的移動流が増加する可能性があると思われる。
（1） 佐藤は「インドの都市化の問題を考えるときに重要なのは，インドを全体として一つの都市・農村
ネットワークによって覆われているようにみるのではなく，いくつかの中核都市を中心とした複数の
地域的ネットワークの集積として見る視点である」ことを指摘している（佐藤宏・荒井悦代，p.106）。
（2） 1991～2001年の純移動人口による都市人口増加寄与率は前回センサス間より0.7％ポイント減少し，
21.0％となっている。都市人口増加寄与率は，自然増加によるもの59.4％，新都市形成によるもの6.2
％，都市地域の拡張によるもの13.0％，純移動21.0％となっており，都市地域の拡張が前回センサス
時7.6％からその寄与率を高めている（MitraandMurayama,2008,p.4）。
（3） 全国標本調査（NSS）による人口移動調査が最初に実施されたのは第9回調査（1955年）であり，
就業調査の一部として移動データが収集された。包括的な移動調査が実施されたのは第49回（1993
年）からであり，その後第55回（19992000年），第64回（20072008年）に引き継がれている。調
査世帯数は第49回の標本世帯数は農村75,036世帯，都市44,367世帯，第59回の標本人口は農村
509,779人，都市309,234人，第64回は農村79,071世帯（374,294人），都市46,487世帯（197,960人）
である（Govt.ofIndia,1998,2001,2010）。
（4） 1991年センサス時における第1次産業就業人口性比（男子人口／女子人口・100）は266.5であった
が，2001年においては172.4となり，性比からみると第1次産業における労働力の女性化が進行して
いると考えられる（西川，2007年，p.371）。
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